
次のデータの第 四分位数，第 四分位数，第 四分位数を求めよ。１

　 ， ， ， ， ， ， ， ， ，

　 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，

人

回

右のヒストグラムは，ある高校の生徒 人について，

ある 日間に校内の売店を利用した回数を調べた結果

である。

　利用回数の最頻値，中央値を求めよ。

　利用回数の平均値を求めよ。

２

次のデータは，ある 人の生徒の数学のテストの得点である。ただし， の値は 以上３

の整数である。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　点

　 の値がわからないとき，このデータの中央値として何通りの値があり得るか。

　このデータの平均値が 点のとき，このデータの中央値を求めよ。

人

右の図は，ある店の 日間にわたる来客

数のデータの箱ひげ図である。

この箱ひげ図から読み取れることとして

正しいものを，次の①～③から つ選

べ。

４

①　来客数 人以上 人未満のところには，半分以上の日が分布している。

②　来客数が 人以上の日が 日以上あった。

③　少なくとも 日は，来客数が 人以上である。

次のデータは，あるパズルに挑戦した 人について，完成させるまでにかかった時間５

分 をまとめたものである。ただし， のデータの平均値を で表し， 分を超えた人

はいなかったものとする。次の問いに答えよ。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

　 ， ， ， の値を求めよ。

　 のデータの分散と標準偏差を求めよ。ただし，小数第 位を四捨五入せよ。

数学①　第８回試練　データの分析　　　　



下の ～ の散布図と対応する相関係数 の値の組について適当なものを，次の①～６

④の中から選べ。

　　①　 ： 　　　 ： 　　　 ： 　　 ：

　　②　 ： 　　　 ： 　　　 ： 　　 ：

　　③　 ： 　　　 ： 　　 ： 　　　 ：

　　④　 ： 　　 ： 　　 ： 　　　 ：

下の表は， 人の生徒に 点満点の 種類のテスト ， を行った得点の結果であ７

る。テスト ， の得点をそれぞれ ， とするとき， と の相関係数 を求めよ。

ただし，小数第 位を四捨五入せよ。

生徒番号

個の値からなるデータがあり，そのうちの 個の値の平均値は ，分散は ，残り８

個の値の平均値は ，分散は である。

　このデータ全体の平均値を求めよ。　　 　このデータ全体の分散を求めよ。

個の値の組として与えられている つの変量 ， に対し，新たな変量 ， を９

， ， ， ， は定数で， ， によって定義する。

次の ア ～ ウ に当てはまるものを，下の ～ のうちからそれぞれ つずつ

選べ。

　 の分散は， の分散の ア 倍になる。

　 と の共分散は， と の共分散の イ 倍である。

　 と の相関係数は， と の相関係数の ウ 倍である。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



　第 四分位数，第 四分位数，第 四分位数の順に１

　 　 ， ， 　　 　 ， ，

　 　最頻値 回，中央値 回　　 　 回２

　 　 通り　　 　 点３

　②４

　 　 ， ， ， 　　 　 ， 分５

　②６

　７

　 　 　　 　８

　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　９



第 四分位数 ，第 四分位数 ，第 四分位数 は，それぞれ次のようになる。１

　 ， ，

　 ， ，

　ヒストグラムから，最頻値は　 回２

　利用回数が少ない方から 番目の生徒の利用回数は 回， 番目の生徒の利用回数は

　 回である。

　よって，中央値は　　 回

　平均値は　　 回

　人数は 人であるから，小さい方から 番目と 番目の得点の平均値が中央値とな３

　る。

　 以外の得点を小さい順に並べると　　 ， ， ， ， ， ， ， ，

　 　 のとき

　　 番目の得点は 点， 番目の得点は 点であるから，中央値は

　　　　　　　　　 点

　 　 のとき

　　 番目の得点は 点， 番目の得点は 点であるから，中央値は

　　　　　　　　　 点

　 　 のとき

　　 番目と 番目の得点は 点と 点であるから，中央値は　　 点

　　これは， の値によってすべて異なる。

　ゆえに，中央値は， 通り の値があり得る。

　得点の平均値が 点であるとき

　　　　　　　　　

　これを解いて　　

　 であるから，得点の中央値は　　 点

①　第 四分位数は 人以上であるが，第 四分位数は 人より大きいから， 人４

　以上 人未満のところに半分以上の日が分布していることは読み取れない。

　よって，①は正しくない。

②　中央値が 人以上であるから，半分以上の日にちで来客数が 人以上であること

　が読み取れる。

　よって，②は正しい。

③　最大値が 人以上であるから， 人以上の日が少なくとも 日あることが読み取

　れるが， 日あるかどうかは読み取れない。



　よって，③は正しくない。

以上から，正しいものは②

　番号 のデータに着目すると， であるから，平均値 は 分５

　 のデータの総和は　

　よって　　

　したがって　　

　番号 のデータに着目すると，

　　

　番号 のデータに着目すると， より　　

　よって　　 または

　 のとき， となり， に適する。

　 のとき， となり， に適さない。

　よって　　 ，

　　　　　　

　したがって　　 ， ， ，

　偏差の 乗の和は

　　

　よって，分散は　

　標準偏差は　 分

と の散布図では，正の相関関係があるから　　６

また，その傾向は の方が著しいから， の相関係数の方が の相関係数よりも に

近い。

の散布図では，負の相関関係があるから　　

の散布図では，相関が認められないから，相関係数は に近い。

したがって　　②

， の平均をそれぞれ ， とすると７

　　

　　



番号

計

よって，次の表が得られる。

ゆえに　　

　 個の値の和は　　８

　よって，このデータ全体の平均値は　　

　 個の値の 乗の平均値を とすると　　　 　　よって　

　残りの 個の値の 乗の平均値を とすると　 　　よって　

　よって， 個の値の 乗の和は　　

　したがって，このデータ全体の分散は　　

， ， ， のそれぞれについて，９

　　平均値を ， ， ， ，

　　分散を　 ， ， ， 　とする。

また， と の共分散を ，相関係数を ， と の共分散を ，相関係数を

とする。

　 が成り立つから， の分散は， の分散の 倍になる。　 ア

　 が成り立つから， と の共分散は， と の共分散の 倍であ

　る。　 イ

　
･

　よって， と の相関係数は， と の相関係数の 倍である。　 ウ

　 　変量の変換

　　変量 ， が， 個の値の組 ， ， ， ，……， ， であるとし，

　　 ，……， に対して， ， が成り立つとき



　　　　　 ……

　　　　　　　 ……

　　　　　　　 ……

　　　　　　　

　　よって， が成り立つ。

　　 ……

　　　　　

　　　　　　　　 ……

　　　　　 ……

　　　　　

　　よって， が成り立つ。


